








その他のタイトル A Study on Can-do Statements of Kanji : a
survey of learners' self-awareness concerning

















[キーワード)漢字 Can-do statements 言語知識 言語の運用能力 学習者意識
A Study on Can-do Statements of Kanji : 
a survey of learners' self-awareness concerning 
kanji knowledge and working knowledge of kanji 
KANO Chieko 
(Abstract] Recent1y in world second-1anguage education， assessment of 1earners' working 
know1edge of 1anguage in practica1 communication scenes has become more important 
than eva1uating one' s 1inguistic know1edge. The ]apanese 1anguage is quite unique due 
to the use of two syllabaries， in addition to ideographic characters， that 1S， kanji. 
Therefore how to take this peculiarity into consideration， and how to position ]apanese 
kanji abi1ity within the rubric of communicative skills using ]apanese 1anguage is 
recognized to be a big prob1em. As an initia1 effort at deve10ping a solution， the author 
made a survey sheet in “Can-do statement" form to search for the leamers' self-
awareness concerning kanji know1edge and working know1edge of kanji. Di百erent
resu1ts were apparent for 1earners with kanji background as compared to those without 
it. And a1so， some individua1 variations were found for overestimating or underesti-
mating one' s ability. 
(Keywords] ]apanese Kanji， Can-do statements， 1inguistic know1edge， 
working know1edge of 1anguage， 1earners' se1ιawareness 
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情報や要点を );gやレストランの外に rh~Î つである休業のお知らせなどを児
JF Al 読み取る て、休みであることやその期間など、ごく基本的な情報を 買い物
IHW(:することができる。
ドアにある印j1すJrヲiく」や、施設内の「入[]Jr:!:仁IJ 1:i二まいと住
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































上級レベル (K700~K800)では、教材として wInterrnediate Karrji Book~ vol. 2を使用
しながら、専門分野別に漢字詰棄の意味用法の整理を行うことによって、上級の漢字詰嚢
力をつけることを目標としている。専門分野は大きく分けて、心理 (L1)・教育 (L2)・
経済 (L8)・金融 (L9)・歴史 (LIO)・政治 (L15)・国際関係 (L16)などの人文社会系と、






























ぞれの項目に関して、 r-1.強くそう思うJr 3 そう思うJr 2 そう思わないJr 1 全然
そう思わないJr 0 わからなしリという 5段階評定で評価させた。








































































































3. 5 漢字の構成要素!こ関するCan-doStatements 
漢字の部普(意符)や形声文字の音符といった構成要素に関する知識に対する学習者の























100%"，-， 9490%% ~ 89%"'-' 84 % f'../ 79%~ 74%~ 69%以下95% 85% 80% 75% 70% 
非漢字額 (34名) 5名 3名 4名 9名 6名 2名 5名
漢字題 (83名) 22名 26名 12名 12名 2名 5名 4名
全体の平(均11 



















100%-9u% 94%“90% 89%“8u% 84%-80% 79%-7G% 74%-70% 69%以下
函 2 117名の調査協力者の漢字SPOTテストの結果
表 4 漢字に関するCds諦査の結果
意味のCds 読みのCds 用法のCds 書きのCds
、
非漢字圏 (34名) 3.8止 3.0 3.4 2.7 
漢字圏 何3名) 3.6 3.4 3.2 3.2 

















(1) と (3)は、加来I~ ・酒井 (2003) および加納 (2008) でも指摘されたことであり、それら
を裏付ける結果となっている。一方、 (2)の結果については、中級段階の漢字クラスにおい
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※この研究は、 2013年度科学研究費補助金基盤研究 (B) i日本語教育スタンダードにおけ
る漢字力の評価に関する研究J(研究課題番号:23320102)からの助成を受けている。
J王
1 .マリア・ガブリエラ・シュミットほか (2010) w日本と諸外国の言語教育におけるCan-
Do評佃uを参照。









弱点に気づかせる効果があるとされている。村上ほか (2013)の第 2章第 5節「文字・
語棄の評価J(pp.141-169)にも漢字力診断テストの説明がある。
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筑波大学留学生センタ一 日本語教育論集 第29号 (2014)
{資料 1] JFスタンダードおよびCEFRのAlレベルの読み(受容)の能力記述文
種別 レペ/レ カテゴリー Can-do本文(日本語) トピ、アク
I JF Al 




情報や要点を お!古やレストランの外に J~，!î つである休業のお知らせなどを
JF Al 見て、休みであることやその期間など、ごく基本的な情報 員い物読み取る をJms析することができる。
情報や要点を ファーストフード庖やレストランなどでメニューを克て、
JF Al 読み取る 自分が知っている食べ物や飲み物の名前など、いくつかの 食生活情報を理解することができる。
CEFR Al 必要な情報を 日常のよくある状況下で、簡単な掲示の中から身近な名前探し出す や語、基本的な表現が分かる。
情報や要点を 辞書を使うことができれば、料理のレシピにある材料のリ
JF Al 読み取る ストの部分を見て、何がどのぐらい必要か、理解すること 食生活ができる。
J育報や要点を 簡単な'情報文の内容や、簡潔な記述文の概要を把援するこ
CEFR Al とができる。特に視覚的な補助があれば、さらに容易に概読み取る 要が把握できる。
ドアにある「押すJ月iく」や、施設内の「入口Jr出口j 住まいと{主
JF Al 説明を読む など、生活の中でよく見かける非常に短い表示を見て、理 環境解することができる。
CEFR Al 説明を読む (例えば、 XからYへ行くための)短い、簡潔に書かれた方向指示を理解できる。
非常に短い{苛単なテクストを、身近な名前、単語や基本的
CEFR Al 読むこと全般 な表現を一つずつ取り上げて、必要であれば読み直したり
しながら、一文一節ずつ理解することができる。






JF Al を読む 戻るH寺間など、短い簡単なメモを読んで、理解することが 仕事と職業できる。
手紙やメール 旅先からの家族や友人の短い簡単な文で書かれたはがきや
JF Al を読む メールなどを百売んで、 どこへ千子ったか、{可をしたかを1里角平 旅行と交通することができる。
友人からの年賀状や誕生日カードに書いてある「あけまし
JF Al 





必要な情報を 地域で有名な祭りなど、催し物のポスターを見て、 I~jl催日、 自由時1司と





必要な情報を 新幹線や飛行機などの切符を見て、出発時五Ijや座席番号な 旅行と交通探し出す ど、ごく基本的な情報を探し出すことができる。
JF Al 




穣別 レベル カテゴリー Can-do本文(日本語) トピヅタム
情報や要点を 学園祭などの学校行事を報告する短い簡単な校内新聞の記JF A2 読み取る 主主などを読んで、当日の人 ~:U や様子など、いくつかの情報 学校と教膏
をHfl科することができる。
JF A2 情報や要点を 簡単なセリフで、書かれていれば、[9コマi豊田を読んで、内 言語と文化読み取る 容をだいたい理解することができる。
JF A2 説明を読む キャンプ場の案内板などの短い簡単な説明を読んで、禁止 自由時間とや注意事項など、いくつかの情報を盟解することができる。 1娯楽
手紙やメール 事務用品を注文し、ファックスやメールで送られてきた詰JF A2 を読む 求書:を読んで、注文内容と違いがないかを確認することが H:~jIT.と職業
できる。
手紙やメール 旅行中の出来事について書かれた家族や友人からの短い簡JF A2 を読む 年1.なはがきやメールなどを読んで、内容を大まかに理解す 旅行と交通
ることができる。
JF A2 手紙やメール 短い簡単な文で書かれた友人からのお干しの手紙やメールな 人との関係を読む どを読んで、内容を大まかに理解することができる。
必要な情報を ごみ収集所の掲示ーなどの短い簡単なテクストを克て、捨てJF A2 探し出す たいごみは何B窪田に捨てられるかなど、必要な情報を探し 生活と人生出すことができる。
必要な情報を
J吉に貼り出してある求人広告ーなどの短し可簡単なテクストを
JF A2 探し出す 見て、 B寺給や勤務時間など、必要な情報を探し出すことが 仕事と職業できる。
必要な情報を 旅行パンフレットやガイドブックなどの短い簡単なテクスJF A2 探し出す トを晃て、主な名所やお応など必要な情報を探し出すこと 旅行と交通ができる。
必要な情報を
薬箱に警かれている注意書きなどの短い簡単なテクストを
JF A2 探しLUす 克て、用法・用量など、必要な情報を探し出すことができ 健康る。
JF A2 必要な情報を おj吉のクーポン券などの短し、簡単なテクストを見て、使用 買い物探し出す 期間や条件など、必要な情報を探し出すことができる。
JF A2 必要な情報を 学校の掲示板などの短い簡単なお知らせを見て、休諮や教 学校と教青探し出す 室変更など、必要な情報を探し出すことができる。
情報や要点を
好きなスポーツに関する短い簡単な新聞記事などを読んで、 自aJf時間1とJF A2 読み取る 試合の勝敗や好きな選手の活躍など、いくつかの情報を出 (倶楽f明ーすることができる。
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{資料 3] JFスタンダードA2レベルの書き(産出)の能力記述文
種別 ジベ)1/ fuテヨロ f~ah~do本文(昆本言善) トピック
JF A2 作文を書く 友人の結婚式などの感想を、短い簡単な文でプロクーなどに 人との関係書くことができる。
JF A2 作文を書く ホームステイ中の発見や失敗などの出来事を短い簡単な文 言語と文化でブログなどに書くことができる。
JF A2 作文を書く 自分のIIlTの紹介文を短い簡単な文でプログなどに書くこと I~I 分と家族ができる。
自分自身や家族、仕事、趣味など、基本的なことについて
JF A2 作文を書く の自己紹介文を短い簡単な文でプログなどに書くことがで I~I 分と家族
きる。
スーパーや学校などの掲示板に載せるために、スポーツチー
自由B寺1hiとJF A2 作文を書く ムのメンバー募集の広告文などを短し 1簡単な文で書くこと ルiJilj.、フ;1ヨ~
ができる。
JF A2 作文を書く 自分が通っているスポーツクラブの設備やレッスンなどの 自1:131]寺!閣と感想を短い鰐単な文でプログなどに書くことができる。 娯楽
自分自身や家族、仕事、趣味など、基本的なことについて
JF A2 作文を書く の自己紹介文を短い簡単な文で、社内報などに書くことがで 仕事と職業
きる。
JF A2 作文を書く デジタルカメラなど、新しく買った物の感想を短い簡単な 買い物文でブログなどに書くことができる。





Can-do Statements Survey on Japanese Kanji Learning 
下の文を読んで、今、あなたにそれができるかどうか考え、 {4，3， 2， 1， O}で答えてください。
Can you do the things described in the following sentences? Please answer with {4， 3， 2， 1， O} 
4. 強くそう思う 3.そう思う 2.そう思わない l.全然そう忠わない O.わからない
4. 1 strongly agree 3. 1 agree 2. 1 do not agree l. 1 do not agree at a1 O. 1 do not know 
1. rU-lJ r)IJ r木j などの漢字をみて、その意味がわかる 4-3-2-1-0 
1 can understand the meaning of the Kanji like U-l， ) 1，木， etc. 
2. r月Jr火Jr水」などの曜日の漢字をみて、その意味がわかる 4-3-2-1-0 
1 can understand the meaning of the Kanji for days of the week， like月，火，水， etc. 
3. r五十円Jr三百円」など漢字の数字で書いであるねだんがわかる 4 -3 2 - 1 -0 
1 can understand prices indicated with Kanji numbers， like五十円，三百円， etc. 
4.えきの「北仁lJr東口Jr西口Jr南DJなどの意味がわかる 4-3-2-1-0 
1 can understand signs like北口，東口，西日，南口.etc. at the train station. 
5.r[3Jr口Jr手Jr足Jなど体の部分の漢字がわかる 4-3-2 1-0 
1 can understand the meanings of Kanji for parts of the body， like呂，口，手，足， etc. 
6. r魚Jr J菩Jr)需Jr.el-Jなどどうぶつの漢字がわかる 4-3-2-1-0 
1 can understand the meanings of Kanji for animals， like魚，鳥，馬，牛， etc. 
7. r父Jr母Jr兄Jr妹」など、家族をあらわす漢字がわかる 4-3-2-1-0 
1 can understand the meanings of Kanji for family members， like父，母，兄，妹， etc. 
8. r J二Jr-f J r中Jr言むなど、位置をあらわす漢字がわかる 4-3-2-1-0 
1 can understand the meanings of Kanji for positions， like上，下，中，前， etc. 
9. r女j と「子」で「女子J、「日Jと「月」で rs)むなど、漢字の組み合わせで意味がわかる
1 can understand the meanings of Kanji by understanding the combination of their parts， 
like好 from女 and子， and明 from日 and月， etc. 4 -3 -2 - 1 -0 
10. r言Jr糸Jr父Jrrl~J など、漢字の部首の意味がわかる
1 can understand the meanings of the “radicals" of Kanji like言，糸，矢，雨， etc. 
4-3-2-1-0 
11. rへんJrっくりJrかんむりJrあしJrにょうJなど、漢字の部首がわかる
1 know the different kinds of "radicals" of Ka司i，likeへん，っくり，かんむり，あし，にょ
う， etc. 4 -3 -2 - 1 -0 
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12.漢字の読み方はひとつだけではない(音読みと訓読みがある)ことがわかる
1 know that there is more than one way to read a Kanji (i.e.， there are ON-readings and 
KUN-readings) . 4 -3 -2 -1 -0 
13. i青Ji可Ji義」など、漢字の音読みをあらわす「音符」がわかる 4-3-2-1-0 
1 can recognize the "ON山readingmarkers" of Kanji， like青，可，義， etc. 
14. i大きいJi小さしリ「長し¥J 日リなど、やさしい形容詞の漢字が読める
1 can read basic adjectives， like大きい，小さい，長い，古い， etc. 4 -3 -2 -1 -0 
15. i行く Ji来るJi食べるJ すJなど、やさしい動部の漢字が読める
1 can read basic verbs， like行く，来る，食べる，話す， etc. 4 -3 -2 - 1 -0 
16. i車yjJi娩Ji:毎日Ji今週」など、時をあらわす漢字が読める 4 -3 -2 -1 -0 
1 can read time expressions， like朝，晩，毎日，今週， etc. 
17. i元気Ji不便Ji有名Jなど、やさしいナ形容詞の漢字が読める 4-3-2-1-0 
1 can read basic na-adjectives， 1ike元気，不便，有名， etc. 
}8. i父Ji.母Ji兄Ji妹」など、家族をあらわす漢字が読める 4-3-2-1-0 
1 can read Kanji for the family members， like父，母，兄，妹， etc. 
}9. i上Ji下Ji中Ji前j など、位置をあらわす漢字が読める 4-3-2-}-0 
1 can read Kanji for positions， like _!二，下， r=j二1，前， etc. 
20. i図書館Ji駅Ji病院jなど、場所をあらわす漢字が読める
1 can read Kanji for places， like図書館，駅，病院， etc. 
21. i練習するJi質問するJi研究するJなどの漢詩動詞が読める





1 can read Kanji for academic subjects， like文学，歴史，政治，経済， etc. 
23. I運転子」の「子j、「音楽家Jの「家J、「会社員」の「員」など、の接尾辞の使い方がわかる
1 can use Kanji suffixes， like子 for運転手，家 for音楽家，員 for会社員， etc. 
4-3-2-1-0 
24. 円!t~意味j の「無」、「不自由j の「不j 、「非公式j の「非j などの接頭辞の使い方がわかる
1 can use Kanji prefixes， like無 for無意i味，不 for不自由，非 for非公式， etc. 
4-3-2-1-0 
25. i増えるj と「増加する」、「減るJと「減少する」、「移るJと「移動するjなど、手n語動詞と
漢詩弱j認の使い方のちがし 1がわかる 4-3-2-1-0 
1 can understand the di百erentusages of native ]apanese verbs and Chinese-origin verbs， 
like増えるand増加する，減るand減少する，移る and移動する， etc. 
26.日常生活でよく見る漢字誌の意味がわかる 4-3-2-1-0 
1 can understand most of the Kanji words appearing in daily life. 
27.日常生活でよく見る漢字語の読み方がわかる 4-3-2-1-0 




1 can write most of the Kanji words appearing in daily life. 
29.自分の専門分野でよく見る漢字詰の意味がわかる 4-3-2-1-0 
1 can understand most of the Kanji worcls appearing in my specific acaclemic field. 
30.自分の専門分野でよく見る漢字詰の読み方がわかる 4-3-2-J 0 
1 can read most of the Kanji worcls appearing in my specific academic field. 
31.自分の専門分野でよく見る を自分で書ける 4 3 -2 -} -0 
1 can write most of the Kanji words appearing in my specific academic fielcl. 
32.漢字のことばを見ると、名おか、動詞か、形容詞かなど、その品市jがわかる
1 can recognize which part of speech (nouns， verbs， acljectives， etc.) Kanji worcls belong to. 
4-3-2-1-0 
33.漢字のことばを文中で正しく使うことができる 4 -3 -2 -1 -0 
1 can use Kanji words properly in the sentences. 
34.音読みの漢字詰なら、だいたい読める 4 -3 -2 -1 -0 
1 can read most Kanji words which use the ON-reading. 
35.訓読みのことばなら、だいたい読める 4-3-2-1-0 
1 can read most Kanji words which use the KUN-reading. 
36.特別な読み方のことばでも、だいたい読める 4-3 2-1-0 
1 can read most of words， even if they use a special reading. 
37.知っていることばなら、漢字で正しく書ける 4 -3 -2 -1 -0 
1 can correctly write most of the worcls 1 know. 
38.ワープロを使えば、正しい漢字が選べる 4-3-2-1-0 
When using a wor・dprocesser， 1 can choose the correct Kanji. 
39. I糸へんJI雨かんむりJI門がまえJなど、よく使われる部菖の漢字が書ける
1 can write Kanji which contain frequently used radicals， like糸，雨， 1311， etc. 
4 3-2-1-0 
40.知らない漢字でも、「音符j がふくまれている漢字なら、読み方がすいそくできる
1 can guess the reading of an unknown Kanji from the On-reacling marker. 
4 -3 2 - 1 -0 
41. 3字漢語、 4字j英語、 5字j英語などの長い漢字のことばを見て、意味の構成がわかる
1 can understancl the meaning structure of long Kanji words consisting of 3， 4， or5 Kanji. 
4-3-2-1-0 
42. I再JI超JI総JI値JI帯JI率」など、接頭辞や接尾辞になる漢字の使い方がわかる
1 can use Kanji prefixes ancl suffixes， like再，超，総 and値，帯，率， etc. 
4-3-2-1-0 
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43. i)J労つJの反対語、iJj出しリの反対語、川文入j の反対ゴ、「拡大するj の反対語などがわかる
1 know the antonyms of勝つ，硬い，収入，拡大する， etc.， 4 -3 -2 - 1 -0 
4. i愛読するJi暴洛するJi常用するj などのj英語動認の意味用法がわかる
1 can understand and use the Kango verbs like愛読する，暴落する，常用する， etc.， 
4 -3 -2 - 1 0 
45. í危 I\~~J 、「健康」、「豊富j 、「深刻J などの j英語形容詞の意味j司法がわかる
1 can understand and use the Kango adjectives likefd;l)食，健康，豊富and深刻， etc.， 
4-3-2-1-0 
46. i怒り」と「怒るj、 ししリと「著すJ、「頼むJと「頼る」など、異なる訓読みがわかる
1 know the different KUN-readings like怒り and怒る，著しい and著す，持iむ and頼る， etc.， 
4 -3 -2 -1 -0 
47. i精神」と「精進」、「希望」と「所望」、「重役」と什吏役」など、異なる音読みがわかる
1 know the di在日-entON-readings like精神 and精進，希望 and所望，重役 and使役， etc.， 
4-3 2-1-0 
48. i務めるj と「努めるJと「勤めるJなど、同じ読みのことばの意味用法の違いがわかる
1 know the di百erencesof usage of the words with the same reading， like務める，努める
and~ï)J める， etc.， 4 -3 -2 - 1 -0 
49. i習慣」と i'l実習」と「慣例j と行員習」など、類義語の意味用法の違いがわかる
1 know the di百erencesof usage of the synonyms like習慣，慣習，慣例and風習， etc.， 
4-3-2-1-0 
50. iこうがしリ、「ほけん」、「きげん」などの同音語を漢字で書くことができる
1 can write Kanji for the homonyms ofこうがい，ほけん andきげん， etc.， 
4-3-2-1-0 
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